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浦
賀
港
拓
道
碑 

   

』 
江
戸
時
代
末
期
の
浦
賀
と
久

里
浜
を
結
ぶ
道
は
、
三
崎
へも
通

じ
る
道
、
三
崎
街
道
の
難
所
で
あ

っ
た
。
本
来
の
三
崎
街
道
は
高
坂

か
ら
吉
井
に
抜
け
る
通
称
「
お

林
」
を
通
る
道
で
あ
っ
た
が
、
遠

回
り
と
な
る
た
め
、
険
し
く
て
道

幅
が
狭
く
（
一
間
、
約
一
・八
ｍ
）

難
所
で
あ
り
な
が
ら
久
比
里
坂

を
往
来
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

現
在
の
久
比
里
は
、
久
里
浜

行
政
区
域
で
あ
る
が
、
江
戸
時

代
は
西
浦
賀
村
の
一
画
で
あ
り
、

昭
和
十
八
（一
九
四
三
）年
に
浦

賀
町
が
横
須
賀
市
と
合
併
す
る

ま
で
は
浦
賀
町
久
比
里
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
浦
賀
と
久
比
里
の

間
は
一
山
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
地
域
の
人
々
の
難
渋

を
見
聞
き
し
て
い
た
茂
兵
衛
は

か
い 

開
削
を
決
意
し
、
明
治
三
（一
八

七
〇
）年
十
一
月
、
八
幡
久
里
浜

村
の
三
富
権
七(

茂
兵
衛
の
甥)

と

同
村
役
人
、
浦
賀
村
の
名
主
の

連
名
で
浦
賀
役
所
に
久
比
里
坂

開
削
の
許
可
を
請
う
文
書
を
提

出
し
、
許
可
を
得
た
。
工
事
は
明

治
四
年
の
春
に
始
ま
り
、
同
年

十
一
月
に
完
成
し
た
。
そ
の
道
路

は
、
長
さ
四
百
二
十
尺
（約
百
二

十
六
ｍ
）
、
幅
二
間
（
約
三
・
六

ｍ
）
、
約
八
千
人
の
人
々
が
携
わ

り
、
費
用
は
全
て
茂
兵
衛
の
私
財

で
賄
わ
れ
た
。 

久
比
里
坂
が
い
か
に
険
し
い
道

で
あ
っ
た
か
は
、
「･･･
危
隘
を
束

ね
、
頑
石
萬
状
、
銛
た
り
、
兀
た

り
、
拗
た
り
、
暑
に
至
り
潦
、
凍

雪
則
ち
人
畜
傷
つ
き
斃
る
ゝ
の
道

に･･･

」と
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ

と 

と
か
ら
想
わ
れ
る
。
ま
た
開
削

に
よ
り
「･･･

砥
平
と
な
り
、
擔
う

者･

駄
す
者･

載
す
者･

労
を
転
じ

て
逸
を
な
す
。
喜
笑
の
声
塗
に

溢
る
。
」と
記
さ
れ
開
削
が
人
々

に
大
き
な
恩
恵
を
与
え
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
功
に
よ

り
、
明
治
五
年
天
皇
よ
り
褒
賞

と
し
て
銀
杯
を
賜
っ
て
い
る
。
こ

の
功
績
を
称
え
建
て
ら
れ
た
の

が
「
浦
賀
港
拓
道
碑
」
で
あ
る
。

道
の
整
備
・開
削
に
は
茂
兵
衛
の

外
に
も
尽
く
し
た
人
が
い
る
が
、

故
郷
を
離
れ
て
い
な
が
ら
事
業

を
成
し
た
人
は
ま
れ
と
い
え
る
。 

明
治
五(

一
八
七
二)

年
に
建

て
ら
れ
た
碑
は
、
大
正
十
二
（一

九
二
三
）年
の
関
東
大
震
災
で
倒

壊
し
三
分
と
な
っ
た
が
、
そ
の
碑

は
三
富
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

現
在
建
っ
て
い
る
碑
は
、
茂
兵
衛

の
五
十
回
忌
に
当
た
る
大
正
十

四
（
一
九
二
五
）年
十
一
月
に
、

七
代
目
茂
兵
衛
お
よ
び
世
話
人

衆
が
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
原

寸
大
で
再
建
、
そ
の
経
緯
を
裏

面
に
刻
ん
で
い
る
。 

こ
の
碑
の
左
側
に
あ
る
「久
比

里
坂
開
鑿
記
念
碑
」に
は
、
開
削

事
業
への
感
謝
と
事
業
を
後
世
に 

 

浦
賀
の
人
は
八
月
の

下
旬
の
頃
か
ら
、
何
か

を
や
ろ
う
と
す
る
と

「そ
れ
は
お
祭
り
の
後

で｣

と
か
、
「お
祭
り
前

に 

 

に
は
そ
れ
は
無
理
」な
ど
と
、
お

祭
り(

叶
神
社)

を
基
準
に
生
活
の

サ
イ
ク
ル
が
組
ま
れ
、
一
年
間
貯

え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
す
る

場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ

り
自
慢
に
思
っ
て
い
る
。 

誰
し
も
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
の
お
祭
り
が
最
高
だ
と

思
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
の
歴

史
・文
化
を
大
切
に
思
い
、
後
世

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
を
よ

く
知
り
、
愛
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
近
年
こ
う
し
た

風
潮
に
の
る
だ
け
で
、
考
え
な
し

に
「伝
統
」を
振
り
か
ざ
す
人
が

増
え
て
き
て
い
る
。
伝
統
的
だ
と

信
じ
て
い
た
も
の
の
多
く
が
、
今

か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
、
む

し
ろ
新
し
い
習
俗
と
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
伝

統
と
は
「
あ
る
」
も
の
で
な
く
、

「
作
ら
れ
た
」
も
の
で
あ
る
と
し

た
ら
、
伝
統
と
は
「
な
ま
物
」
で

あ
り
、
常
に
新
鮮
さ
を
保
つ
こ
と

が
大
切
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。 

(

山
本) 
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「
三
崎
道
の
難
所
に
喜
笑
の
声
塗
に
溢
れ
る
！
」 

 

 

日
露
戦
争
が
勝
利
に
終
わ
り
、
日
本
中
が
戦
勝

ム
ー
ド
に
溢
れ
て
い
た
。
凱
旋
す
る
兵
士
た
ち
を
歓

迎
す
る
た
め
、
こ
こ
浦
賀
に
も
臨
時
の
音
楽
隊
が

結
成
さ
れ
た
。
写
真
の
裏
書
き
に
「旅
順
口
陥
落
祝

捷
記
念
ノ
為
メ
浦
賀
小
学
校
分
教
場
庭
前
ニ
テ
撮

影
ス
」と
あ
る
。
ま
た
「明
治
三
拾
七
年
二
月
露
国

ト
戦
ヲ
開
ク
越
ヘテ
同
年
八
月
清
国
遼
陽
我
有
ニ
帰

ス
ル
ヤ
当
浦
賀
町
ニ
於
テ
一
大
祝
捷
会
ガ
開
カ
ル
此

所
ニ
及
ン
デ
我
宮
下
町
有
志
者
集
マ
リ
宮
下
音
楽

隊
ヲ
設
立
セ
ラ
ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
の
宮

下
町
内
の
若
者
の
熱
気
が
目
の
当
た
り
に
感
じ
ら

れ
る
写
真
で
あ
る
。
よ
く
見
る
と
、
な
か
な
か
立
派

な
服
装
を
し
て
い
る
が
、
「わ
ら
じ
履
き
」と
い
う
の

が
時
代
を
反
映
し
て
い
る
。 

東西風風  

 

 

-宮下音楽隊- 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

浦賀港

浦賀文化センター
（郷土資料館）

浦賀駅から浦賀通りを徒歩10分

所在地：横須賀市浦賀７－２－１
電話
FAX ：　０４６－８４２－４１２１

京急浦賀駅

至大津 至観音崎

至久里浜

　浦賀公民館

浦賀行政センタｰ 　浦賀
警察署

　市営
プール

浦賀文化センター

ﾊﾞｽ停･ﾄﾞｯｸ前

県
道
二
十
一
号
線
、
浦
賀
港
久
里
浜
停
車
場
線(

通
称
・浦
賀
通
り)

の
久
比
里
坂
の
頂
に
、
市
民
文
化
資
産
の
一
つ
で
あ
る
「浦
賀
港
拓
道

碑
」と
「久
比
里
坂
開
鑿
記
念
碑
」の
二
つ
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

三
崎
街
道
の
難
所
を
往
来
す
る
人
々
の
困
難
を
憂
え
、
開
削
を
行
っ

た
郷
土
出
身
の
峯
島
茂
兵
衛
の
偉
業
を
伝
え
、
称
え
る
石
碑
で
す
。 

 

久比里坂を見つめる 右「浦賀港拓道碑」 

        左「久比里坂開鑿記念碑」 

（浦賀文化センター蔵） 

伝
え
る
こ
と
、
ま
た
、
当
初
は
坂

口
に
建
っ
て
い
た
浦
賀
港
拓
道
碑

を
「
狭
隘
に
し
て
風
景
な
し
」
と

著
し
、
現
在
の
位
置
に
移
設(

明

治
三
十
年
十
一
月)

し
た
経
緯
を

刻
ん
で
い
る
。
こ
の
碑
は
関
東
大

震
災
で
根
の
方
に
ひ
び
が
入
っ
た

が
、
倒
壊
は
免
れ
た
。 

 

●
難
解
語
句
解
釈 

危
隘(

き
あ
い)

を
束
ね･･･ 

狭
く
危
な
い
場
所
の
連
続 

頑
石
萬
状･･･ 

ご
つ
ご
つ
し
た
岩
山
の
形 

銛(

テ
ン)･･･

尖
っ
て
い
る 

 

兀(

ゴ
ツ)･･･

高
く
上
が
平
ら 

 

拗(

オ
オ)･･･

く
ぼ
み 

 

潦(

リ
ョ
ウ)･･･

水
た
ま
り 

斃
（た
お
）る
ゝ
・・・倒
れ
る 

擔(

に
な)

う･･･

荷
物
を
担
ぐ 

●
浦
賀
港
拓
道
碑 

稲
井
石(

仙
台
石) 

自
然
型 

 

高
さ 

二
五
五
㎝ 

幅 
 

一
〇
〇
～
一
〇
三
・五
㎝ 

撰
文 

大
沼 

沈
山
（
幕
末
か
ら

明
治
の
有
名
な
漢
詩
人
、
峯
島

家
の
力
が
想
像
で
き
る
） 

書
、
篆
額 

萩
原 

秋
厳 

刻
字
、
表
面 

下
田
喜
成 

●
久
比
里
坂
開
鑿
記
念
碑 

稲
井
石(

仙
台
石) 

自
然
型 

高
さ 

一
三
三
㎝ 

幅 
 

 

六
四
～
八
六
㎝ 

建
立 

明
治
三
十(

一
八
九
七)

年

十
一
月 

●
峯
島
茂
兵
衛 

文
化
二
（一
八
〇
九)

年
、
久
里
浜

村
八
幡
の
三
富
家
で
生
ま
れ
幼
名

は
松
太
郎
。
三
富
家
は
上
層
農
家

で
あ
っ
た
が
、
長
男
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
十
三
才
で
江
戸
を
代
表
す

る
質
屋
「
尾
張
屋
」
に
奉
公
に
あ

が
り
、
真
面
目
な
人
柄
と
先
見
性

が
見
込
ま
れ
、
三
代
目
の
長
女
と

結
婚
。
養
子
に
入
り
、
峯
島
家
四

代
目
を
継
い
だ
。
江
戸
の
各
地
に

出
店
し
家
業
を
拡
張
し
尾
張
屋
の

名
を
江
戸
中
に
広
め
る
と
と
も

に
、
質
流
れ
品
を
一
手
に
扱
う
古

着
屋｢

尾
茂｣

の
開
店
な
ど
関
連
事

業
も
手
が
け
成
功
さ
す
た
。
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
は
土
地
に
投

資
し
財
を
成
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
経
営
は
堅
実
で
あ
り
、
神
仏
に

対
す
る
敬
神
の
念
も
厚
か
っ
た
。 

●
参
考
文
献 

①
久
里
浜
の
記
念
碑
と
野
仏 

久
里
浜
地
域
文
化
振
興
懇
話 

会 
 

 
 

 
 

 
 

横
須
賀
市 

②
幕
末
か
ら
戦
後
ま
で 

ふ
る
さ
と
横
須
賀(

上) 

石
井 

昭
著 

神
奈
川
新
聞
社 

③
横
須
賀
人
物
往
来 

改
訂
版 

 
 

 
 

 
 

 
 

辻
井
善
弥
ほ
か
著

横
須
賀
市
生
涯
学
習
財
団 

うらがの寫眞館 
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歴
史 

語
ら
い
座
・浦
賀 

⑫ 

郷
土
史
家 

山
本 

詔
一 

 

頭巾膏と台場の掃除 
行
さ
れ
た
「近
世
浦
賀
畸
人
傳
」に
も
柴
崎

は
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
柴
崎
は
名
を
伊
助

と
い
い
、
若
い
こ
ろ
に
は
遊
郭
を
経
営
し
て

い
た
が
、
次
第
に
衰
退
し
、
つ
い
に
は
浦
賀

に
居
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
江
戸
へ出
た
。
し

か
し
、
江
戸
で
悪
い
病
気
に
冒
さ
れ
て
、
こ

こ
ま
で
の
命
と
思
っ
た
時
に
、
悔
い
の
な
い

よ
う
に
暴
飲
・暴
食
し
た
が
、
こ
れ
が
毒
を

も
っ
て
毒
を
制
す
る
結
果
と
な
っ
た
。 

こ
う
し
て
病
を
克
服
し
た
柴
崎
は
、
故

郷
浦
賀
で
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
一

念
発
起
し
、
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
膏
薬
を
製

錬
し
直
し
、
近
隣
の
打
ち
身
や
切
り
傷
な

ど
怪
我
を
し
た
人
に
塗
っ
て
あ
げ
た
ら
、
そ

の
効
き
目
は
す
こ
ぶ
る
よ
く
、
譲
っ
て
欲
し

い
、
売
っ
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
日
増
し
に

大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

本
格
的
に
膏
薬
の
製
造
販
売
を
始
め
た

の
は
、
寛
延
年
間
と
あ
る
の
で
一
七
四
八

～
五 

 

 

頭巾膏と呼ばれた萬能鎧膏本舗が 

あった東浦賀新町バス停付近 

 

～
五
十
年
ご
ろ
で
、
柴
崎
が
三
十
代
始
め
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
大
病
の
後
遺
症
か
ら
で
あ

ろ
う
か
、
夏
で
も
冬
で
も
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
い

た
の
で
、
い
つ
し
か
こ
れ
が
目
印
と
な
り
、
膏

薬
の
名
も
「頭
巾
膏
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
港
町
・浦
賀
の
利
点
か
ら
、
全
国
で
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

初
代
の
伊
助
が
寛
政
二
（一
七
九
〇
）年

に
没
す
る
と
、
二
代
目
が
跡
を
継
ぎ
、
商
売

の
方
は
順
調
に
売
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
二

月
、
浦
賀
奉
行
所
に
次
の
よ
う
な
願
い
が
提

出
さ
れ
た
。 

そ
の
願
い
と
は
、
『私
ど
も
先
代
か
ら
「頭

巾
膏
」
と
い
う
膏
薬
を
浦
賀
港
へ
出
入
り
す

る
廻
船
へ売
り
、
日
増
し
に
繁
昌
し
て
い
る
の

は
、
こ
こ
に
船
の
関
所
（船
番
所
）が
あ
る
か

ら
で
す
。
つ
い
て
は
浦
賀
奉
行
所
に
何
か
ご

恩
返
し
を
と
考
え
、
港
口
に
あ
る
千
代
ヶ
崎

台
場
の
掃
除
を
さ
す
て
は
下
さ
い
ま
す
ん
か
』

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

奉
行
所
は
、
そ
の
裏
に
何
か
魂
胆
が
あ
る

の
で
は
と
疑
い
、
柴
崎
を
奉
行
所
に
呼
び
出

し
、
真
意
を
尋
ね
た
結
果
、
疑
わ
し
い
魂
胆

が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
千
代
ヶ
崎
台

場
の
掃
除
を
柴
崎
に
申
し
付
け
た
。 

(2面) 

（ ２

面） 
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観
音
崎
や
浦
賀
の
山
を
歩
き

ま
す
と
ア
オ
キ
を
よ
く
見
掛
け

ま
す
。
ま
た
、
庭
や
公
園
で
も
下

木
と
し
て
緑
を
添
え
て
い
て
こ
れ

ほ
ど
あ
り
ふ
れ
た
木
も
珍
し
い

と
思
い
ま
す
。
ア
オ
キ
は
日
本
固

有
種
・特
産
種
で
あ
り
、
分
布
も

中
国
地
方
を
除
く
関
東
以
西
の

本
州
と
四
国
に
見
ら
れ
ま
す
。 

 

ア
オ
キ
は
ミ
ズ
キ
科
と
図
鑑
な

ど
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
最
近
の
研
究(

大
井
哲
雄
氏)

に
よ
り
ま
す
と
ア
オ
キ
は
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
、
中
国
南
部
、
韓
国(

済
州

島
、
欝
稜
島)

、
台
湾
北
端
部
、
そ

し
て
日
本
に
分
布
す
る
在
来
種

で
あ
り
、
北
海
道
西
南
部
か
ら

沖
縄
ま
で
広
く
分
布
し
ま
す
。

ア
オ
キ
は
従
来
ミ
ズ
キ
科
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
ミ
ズ
キ
と
は

関
係
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
Ａ
Ｐ

Ｇ
植
物
分
類
体
系
で
は
ア
オ
キ

科
、
ま
た
は
ガ
リ
ア
科
と
さ
れ
ま

し
た
。(

ア
ジ
サ
イ
も
ユ
キ
ノ
シ
タ

科
で
し
た
が
最
近
は
ア
ジ
サ
イ

科
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。)

従

来
の
ミ
ズ
キ
科
は
北
半
球
に
十

族
百
種
分
布
し
ま
す(

三
浦
半
島

に
四
種)

。
現
在
分
類
さ
れ
て
い

る
ア
オ
キ
科
は
中
国
を
中
心
に

一
科
一
属
約
十
五
種
が
分
布
す

る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
ア
オ
キ(

青
木)

に
は
、

次
の
よ
う
な
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
初

め
て
ア
オ
キ
を
紹
介
し
た
の
は
一

六
九
〇(

元
禄
三)

年
に
来
日
し

た
ケ
ン
ペ
ル
。
彼
は
二
年
間
日
本

に 

ア 

オ 

キ 

ア
オ
キ
科
（
ミ
ズ
キ
科
） 

浦
賀
の
植
物 

大
前
悦
宏 

 
 

 

神
奈
川
県
植
物
誌
調
査
員 

に
滞
在
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
数
少
な
い
常
緑
樹
で
す
が
、
常

緑
樹
ア
オ
キ
に
赤
い
艶
の
あ
る
実

が
つ
い
て
い
る
姿
に
い
た
く
感
動

し
た
と
帰
国
後
の
彼
の
著
書
『異

国
の
魅
力
』で
触
れ
て
い
ま
す
。 

一
七
八
三(

天
明
三)
年
イ
ギ

リ
ス
人
の
ジ
ョ
ン
グ
レ
ー
バ
ー
氏

は
母
国
に
赤
い
実
を
つ
け
た
生
木

(

雌
株)

を
持
ち
帰
り
楽
し
ん
だ

が
、
翌
年
は
残
念
な
が
ら
実
を

結
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
深

い
緑
の
葉
を
愛
で
観
葉
植
物
と

し
て
挿
し
木
で
増
や
し
楽
し
む

だ
け
の
年
月
で
し
た
が
、
約
八
十

年
後
の
一
八
六
〇(

万
延
元)

年

プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
、
ロ
バ
ー
ト
・

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
が
英
国
軍
艦
マ
ル
モ

ラ
で
来
日
。
長
崎
を
経
由
し
横

浜
に
到
着
し
ま
し
た
。
彼
は
、
神

奈
川
の
あ
る
農
家
で
ア
オ
キ
の
雄 

株
を
見
付
け
、
鬼
の
首
を
取
っ
た

た
よ
う
な
喜
び
よ
う
で
し
た
。
す

ぐ
に
こ
の
雄
株
は
丈
夫
な
木
箱

に
土
を
入
れ
植
え
込
み
本
国
へ

送
っ
た
と
、
彼
の
著
『
江
戸
と
北

京
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
雌
株
だ
け
を
愛
培
し
て
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
園
芸
界
は
雄
株
が
当

時
高
価
な
値
で
取
引
さ
れ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
今
で
は
観
賞
用
と

し
て
世
界
各
地
で
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
ア
オ
キ
は
普
通
の

木
の
よ
う
に
樹
皮
が
褐
色
に
な

ら
ず
、
年
中
葉
も
幹
も
青
い
こ

と
か
ら
の
名
で
、
ラ
テ
ン
語
学
名

ア
ウ
ク
バ
は
日
本
名
ア
オ
キ
バ(

青

木
葉)

に
由
来
し
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
一
般
名
でaoki
と
呼
び
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。 

民
間
薬
な
ど
で
、
や
け
ど
、
腫

れ
物
、
利
尿
、
脚
気
、
浮
腫
、
膀

胱
カ
タ
ル
、
し
も
や
け
な
ど
に
利

用
さ
れ
ま
す
。 

笑
話
一
題 

アオキの雄花・雄しべが 4本 市制 100周年記念咸臨丸フェスティバル 

 

引揚船関連戦病死者慰霊法要 

 

厳かな奉納舞 

 

 

 

子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
た
浦

賀
プ
ー
ル
も
、
鳥
の
水
飲
み
場

と
な
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
周

り
も
す
っ
か
り
秋
模
様
で
す
。

と
同
時
に
私
も
還
暦
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
存

じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
「還

暦
」と
は
十
干
十
二
支
で
六
十

通
り
の
組
合
す
が
あ
り
、
六
十

年
で
一
回
り
し
て
生
ま
れ
た
年

の
干
支
に
戻
る
こ
と
か
ら
「還

暦
」と
言
う
よ
う
に
な
り
、
赤

ち
ゃ
ん
に
還
る
と
い
う
意
味
と

魔
除
け
の
色
と
さ
れ
て
い
る
赤

い
物
が
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
西
洋
で
は
六
十
歳
の

誕
生
日
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
贈

る
そ
う
で
す
が
、
で
き
る
こ
と

な
ら
赤
い
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
よ
り

こ
っ
ち
に
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま

れ
、
入
試
に
就
職
、
団
塊
の
世

代
と
呼
ば
れ
、
適
当
に
生
き
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
先
ど
う
な

る
こ
と
や
ら
。 

―平成 19年 夏 浦賀― 

 

【 

お
知
ら
せ 

】 

平
成
十
九
年
度
の
歴
史
講

座
は
十
一
月
十
四
日
か
ら
十

二
月
十
二
日
ま
で
の
各
水
曜

日
（全
五
回
）
に
開
催
を
予
定

し 

 

アオキの雌花 

中央に 1つの雌しべ 

 

関東大震災受難者と水難者慰霊法要 

し

て
い
ま

す
。
応
募
方

法
等
詳
細
は

公
民
館
ニ
ュ

ー
ス
、
市
の

広
報
な
ど
で

お
知
ら
す
い

た
し
ま
す
。

ご
期
待
下

さ
い
。 

 

東
浦
賀
の
大
ヶ
谷
に
柴
崎
と
い

う
膏
薬
を
製
造
販
売
し
て
い
る

店
が
あ
っ
た
。
大
正
四
年
に
刊
行

さ
れ
た
「浦
賀
案
内
記
」に
は
萬

能
鎧
膏
本
舗
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
私
が
以
前
お
年
寄
か
ら
聞

き
取
り
を
し
た
と
き
に
は
「ム
カ

デ
膏
」
と
い
う
、
は
ま
ぐ
り
の
貝

に
入
れ
て
売
っ
て
い
た
と
膏
薬
の

こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
ム
カ
デ
を
捕
ま
え
て
持
っ
て
い

く
と
買
い
取
っ
て
く
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
後
期
に
刊

ぎ 

 

「浦
賀
案
内
記
」発
刊
の
協
賛
広
告 


